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一

　
『
玉
吟
抄
』
は
、
左
方
作
者
・
潤
甫
周
玉
、
右
方
作
者
・
三
条
西
公
条
に
よ
り
、
堀
川
百
首
題
で
詠
ま
れ
番
え
ら
れ
た
百
番
に
、
三
条
西

実
隆
が
判
を
加
え
た
狂
歌
合
で
あ
る
。
堀
川
百
首
題
と
い
う
い
わ
ば
和
歌
の
土
俵
で
詠
ま
れ
た
狂
歌
百
首
の
現
存
最
古
の
例
で
あ
り
、
五
山

禅
僧
と
当
代
有
数
の
歌
人
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
し
て
も
、
室
町
期
の
狂
歌
資
料
と
し
て
頗
る
興
味
深
い
。

　

本
書
は
、
久
保
田
淳
氏
に
よ
り
見
出
さ
れ
（「
叡
山
文
庫
蔵
書
目
録
抄
略
注
」
和
歌
史
研
究
会
会
報
16　

昭
和
40
・
2
）、
井
上
宗
雄
氏
が

『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
』（
昭
和
47
）
に
お
い
て
言
及
さ
れ
、
未
刊
国
文
資
料
『
中
世
歌
合
集
と
研
究
（
続
）』（
昭
和
49
・
10
）

に
解
題
と
翻
刻
を
収
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
別
個
に
同
時
進
行
の
形
で
高
橋
喜
一
氏
に
よ
っ
て
も
解
題
と
翻
刻
が
行
わ
れ
（
岡
見
正
雄
編
『
室

町
ご
こ
ろ
』
昭
和
53
、
角
川
書
店
）、
そ
の
後
、『
狂
歌
大
観
』
本
文
編
（
昭
和
58
、
明
治
書
院
）
に
も
収
載
さ
れ
た
。
既
に
三
度
の
翻
刻
が

な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
叡
山
文
庫
所
蔵
本
を
底
本
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
他
に
伝
本
の
報
告
の
な
い
孤
本
と
さ

れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
世
初
期
の
近
衛
家
当
主
、
近
衛
信
尋
（
慶
長
四
年
〈1599
〉～
慶
安
二
年
〈1649

〉）
に
よ
る
筆
写
本
が
陽
明
文
庫
に

近
衛
信
尋
筆
、
狂
歌
合
『
玉
吟
抄
』
攷

大

谷

俊

太
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伝
わ
る
。
そ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
本
誌
前
号
に
全
文
を
翻
刻
し
、
併
せ
て
叡
山
文
庫
本
と
の
校
異
を
示
し
た
（
拙
稿
「
近
衛
信
尋
筆
、
狂

歌
合
『
玉
吟
抄
』
本
文
と
校
異
」『
国
文
論
藻
』
17
、
平
成
30
・
3
）。

　

叡
山
文
庫
本
は
、
本
文
部
分
冒
頭
に
「
山
門
東
塔
南
谷
浄
教
坊
真
如
蔵
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
奥
に
「
慶
長
十
三
年
卯
月
七
日
書
写
之　

実
祐
之
／
た
の
む
そ
よ
若
も
ま
と
ろ
む
ひ
ま
あ
ら
は
吹
を
と
ろ
か
せ
み
ね
の
松
風
」
と
あ
る
。
実
祐
は
真
如
蔵
の
他
の
資
料
の
奥
書
に
も
名

前
の
見
え
る
人
物
で
、
例
え
ば
『
津
金
寺
名
目
談
義
鈔
』
の
奥
書
で
は
「
慶
長
十
二
丁
未
暦
六
月
吉
日
於
仙
波
中
院
書
之
。
山
門
本
院
本
谷

求
之　

式
部
卿
実
祐
之
」
と
「
式
部
卿
」
を
称
し
て
い
る
。
叡
山
文
庫
本
『
玉
吟
抄
』
の
見
返
し
題
に
「
玉
吟
抄　

式
部
卿
」
と
あ
る
「
式

部
卿
」
も
実
祐
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
同
書
は
実
祐
筆
本
の
転
写
本
で
は
な
く
、
実
祐
が
慶
長
十
三
年
に
書
写
し
た
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
慶
長
十
三
年
時
点
で
は
近
衛
信
尋
は
ま
だ
十
歳
で
あ
り
、
近
衛
信
尋
筆
本
の
書
写
年
次
は
叡
山
文
庫
本
よ
り
下
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
尋
筆
本
は
叡
山
文
庫
本
に
は
な
い
「
天
文
十
年
辛
丑
三
月
十
六
日
」
の
元
奥
書
を
持
つ
。
後
述
す
る
成
立
推
定
年

次
か
ら
お
よ
そ
十
年
ほ
ど
後
の
年
次
と
な
り
、
信
尋
筆
本
は
そ
の
時
点
に
お
け
る
書
写
本
を
も
と
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

　

本
書
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
叡
山
文
庫
本
の
扉
題
「
玉
吟
抄　

題
堀
川
院
御
百
首
狂
哥
」
の
右
に
「
判
者
逍
遥
院
殿
尭
空　

頗
眉
目
之
至

極
可
謂
者
歟
／
山
蒼
斎　

称
名
院
三
条
西
殿
／
釈
三
卜　

栖
雲
寺
潤
甫
和
尚
／
両
吟
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
三
条
西
実
隆
判
、

三
条
西
公
条
と
潤
甫
周
玉
の
詠
と
さ
れ
る
。
歌
合
本
文
の
一
番
の
左
右
の
作
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
釈
三
卜
」
と
「
山
蒼
斎
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、「
三
卜
」
は
玉
の
字
謎
、「
蒼
」
は
三
条
西
公
条
の
一
字
名
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
記
述
を
疑
う
必
要
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
、信
尋
筆
本
は
「
釈
三
卜
」「
山
蒼
斎
」
と
は
記
す
も
の
の
、そ
れ
以
外
に
作
者
名
・
判
者
名
を
明
記
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
玉

吟
抄
」
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
も
、
信
尋
筆
本
は
外
題
・
内
題
と
も
「
百
番
哥
合
」
と
の
み
あ
り
、「
玉
吟
抄
」
と
は
名
乗
ら
な
い
。
信
尋
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筆
本
は
本
書
の
素
性
に
関
す
る
情
報
量
に
於
い
て
叡
山
文
庫
本
に
比
べ
劣
っ
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
玉
吟
抄
」
と
い
う
書
名
は
、

本
書
の
狂
歌
合
と
い
う
内
容
を
的
確
に
言
い
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
玉
」
が
秀
歌
を
意
味
す
る
と
と
も
に
「
三
卜
」
す
な
わ
ち
潤

甫
周
玉
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
歌
合
で
あ
る
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
高
橋
喜
一
氏
は
こ
の
こ
と
か
ら
、「『
玉
吟
抄
』
と
題
さ

れ
、
一
冊
の
書
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
い
く
ら
か
時
を
隔
て
て
、
潤
甫
に
近
い
人
の
手
に
よ
っ
て
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（『
室
町
ご

こ
ろ
』
解
題
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
叡
山
文
庫
本
の
扉
に
作
者
の
実
名
が
注
記
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
作
者
が
誰
で
あ
る
か
判
ら
な

い
人
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
逆
に
考
え
る
と
、
信
尋
筆
本
に
、「
三
卜
」「
山
蒼
斎
」
と
の
み
記
し
実
名
も
判
者
名
も
な
い
の
は
、
わ
ざ
わ
ざ
注

記
す
る
ま
で
も
な
く
、
読
め
ば
わ
か
る
人
た
ち
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
だ
か
ら
と
も
言
え
る
。

　

も
と
も
と
狂
歌
は
、
和
歌
を
詠
む
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
の
場
の
座
興
と
し
て
詠
ま
れ
、
面
白
が
ら
れ
、
詠
み
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
所

謂
言
い
捨
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
既
に
言
い
捨
て
で
は
あ
り
得
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
実
名
で
書
き
残
し
て
置
く
に
は
憚
ら
れ
る
意
識

も
あ
り
、
そ
の
場
を
共
有
で
き
る
人
た
ち
の
間
で
、
匿
名
性
も
愉
し
み
つ
つ
行
わ
れ
る
知
的
な
遊
び
の
営
為
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
信
尋
筆
本
は
、
楮
紙
仮
綴
で
縦
十
三
・
一
糎
×
横
二
十
・
五
糎
の
小
さ
め
の
横
本
で
あ
る
。
そ
こ
に
半
丁
二
十
四
行
の
細
か
い

文
字
で
丁
寧
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
控
え
目
な
が
ら
も
尊
重
す
る
書
写
態
度
と
言
え
よ
う
か
。
こ
れ
と
同
じ
体
裁
を
持
っ
た
信
尋
に
よ
る
筆

写
本
一
冊
が
陽
明
文
庫
に
伝
わ
り
、『
誹
諧
百
首
』
と
題
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
内
題
を
以
て
示
せ
ば
、
1
、「
古
今
若
衆
序
」
2
、「
詠

百
首
狂
哥
」（
雄
長
老
狂
歌
百
首
） 

3
、「
慶
長
十
一
年
夏
／
詠
百
首
誹
諧　

題
し
れ
り 

読
人
も
」（
近
衛
信
尹
）
4
、「
誹
諧
百
首
和
哥
」（
聖

護
院
道
増
）
と
な
る
（
括
弧
内
は
稿
者
に
よ
る
補
。
う
ち
2
の
「
詠
百
首
狂
歌
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
雄
長
老
狂
歌
百
首
』
箚
記

─

付 

陽
明
文
庫
所
蔵
近
衛
信
尋
筆
写
本

─
」「
国
語
国
文
」
65-

5　

平
成
8
・
5
、
に
お
い
て
紹
介
し
た
）
が
、
今
回
の
『
玉
吟
抄
』
の

筆
写
と
一
連
の
所
為
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
1
～
4
の
作
品
何
れ
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

3
「
詠
百
首
誹
諧
」
の
内
題
の
下
に
「
題
し
れ
り　

読
人
も
」
と
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
作
者
は
判
っ
て
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い
な
が
ら
匿
名
性
を
享
受
し
楽
し
む
も
の
、
そ
れ
が
室
町
後
期
当
時
の
堂
上
の
狂
歌
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
信
尋
筆
本
は
、「
天
文
十
年

辛
丑
三
月
十
六
日
」
の
元
奥
書
を
持
つ
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
当
時
の
そ
の
よ
う
な
狂
歌
の
在
り
方
を
よ
り
如
実
に
示
し
て
い
る
善
本
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

三

　

次
に
『
玉
吟
抄
』
の
作
者
・
判
者
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

  

判
者
の
三
条
西
実
隆
は
天
文
六
年
（1537

）
十
月
三
日
没
、
享
年
八
十
三
。
本
書
成
立
の
可
能
性
が
あ
る
享
禄
四
年
（1531

）
に
は

七
十
七
歳
。
実
隆
の
嫡
男
で
右
方
作
者
の
三
条
西
公
条
は
文
明
十
九
年
（1487

）
生
ま
れ
、
永
禄
六
年
（1563

）
没
、
享
年
七
十
七
。
享
禄

四
年
に
は
四
十
五
歳
で
あ
る
。
左
方
作
者
の
潤
甫
周
玉
に
つ
い
て
は
、
文
亀
四
年
（1504

）
生
ま
れ
、
天
文
十
八
年
（1549

）
没
、
享
年

四
十
六
。
享
禄
四
年
に
は
二
十
八
歳
。
そ
の
伝
記
ま
た
文
芸
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、伊
藤
東
慎
「
狂
歌
師
雄
長
老
と
若
狭
の
五
山
禅
僧
」

（「
禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
3　

昭
和
46
）
お
よ
び
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』
第
三
章
三
「
若
狭
武
田
氏
と
禅
僧
」（
昭
和

51
・
10
）
に
詳
し
い
。
若
狭
武
田
氏
の
武
田
元
信
の
子
で
、
元
光
の
弟
。
若
狭
雲
門
寺
に
入
り
、
天
文
元
年
若
狭
小
浜
栖
雲
寺
住
持
、
天
文

八
年
雲
外
寺
に
移
る
。
の
ち
建
仁
寺
第
二
百
八
十
二
世
、
十
如
院
に
住
す
。
室
町
末
期
の
狂
歌
作
者
、
雄
長
老
こ
と
英
甫
永
雄
も
同
じ
一
族

で
あ
る
。

英
甫
永
雄
が
、
潤
甫
周
玉
の
五
十
回
忌
に
当
た
り
描
か
れ
た
潤
甫
像
に
求
め
ら
れ
著
し
た
賛
が
残
る
。

　
　
　
　
（
若
狭
武
田
氏
）
武
田
元
信
─
─
─
─
元
光
─
─
─
─
─
信
豊
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
潤
甫
周
玉　

─
─
信
尚
─
─
英
甫
永
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
春
沢
永
恩
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前
南
禅
潤
甫
大
和
尚
真
讃

元
来
武
庫
非
他
物
、
三
尺
腥
蚖
鈍
莫
耶
、
鶻
眼
龍
睛
異
凡
相
、
再
看
雲
外
老
和
闍

景
廬
伎
石
西
堂
者
、
前
住
于
相
陽
禅
奥
、
令
居
耶
渓
雲
寺
、
或
時
青
鞋
、
或
時
布
襪
、
予
雲
水
之
周
遊
地
、
令
茲
慶
長
戊
戌
當
先
師
雲

外
潤
甫
和
尚
五
十
回
、
命
画
工
令
絵
師
肖
像
、
以
安
置
于
栖
雲
精
舎
、
六
月
念
三
値
其
諱
日
、
就
吾
東
山
如
是
禅
院
、
設
不
断
世
諦
之

儀
次
、
見
求
奢
予
賛
詞
、
予
雖
不
敏
、
匪
啻
同
俗
門
氏
族
於
先
師
、
矧
又
一
釈
門
宗
派
於
斯
郎
、
以
敢
不
獲
峻
拒
、
卒
賦
一
偈
以
贅
之

云
爾	

　
　

慶
長
三
年
林
鐘
念
三　

前
南
単
英
甫
埜
衲
永
雄
焚
香
拝
賛�

（
英
甫
永
雄
『
羽
弓
集
』
32
、『
倒
痾
集
』
に
も
載
る
）

次
に
実
隆
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
を
い
く
つ
か
掲
げ
れ
ば
、
先
ず
は
潤
甫
周
玉
の
自
画
賛
に
、

　
　

自
賛　

雲
外

吐
出
烏
頭
餘
毒
、
截
断
竜
湫
急
流
、
三
十
而
立
、
蚤
領
聖
福
住
持
、
頓
服
群
衲
、
四
十
不
惑
、
脱
呼
清
涼
長
老
、
且
示
宗
猷
、
有
主
有

賓
、
箭
鋒
相
拄
、
宜
兄
宜
弟
、
針
芥
所
投
賜　

今
上
天
子
詔
書
、
指
晢
聯
句
、
陪
逍
遙
内
府
哥
席
、
頑
石
点
頭
、
抛
擲
拂
柄
禅
亦
不
会
、

打
聴
團
蒲
道
豈
可
修
、
是
甚
椀
脱
丘
、
錯
々
半
幅
功
名
身
後
事
、
麒

閣
上
畫
獼
猴�

（
建
仁
寺
両
足
院
蔵
『
潤
甫
玉
禅
師
語
録
』）

と
、
逍
遥
院
内
大
臣
実
隆
邸
で
の
歌
会
に
出
席
し
た
こ
と
を
自
ら
記
す
。
大
永
八
年
（1528

）
に
は
二
十
首
和
歌
を
実
隆
の
も
と
に
送
り
届

け
る
。若

州
青
雲
院
玉
首
座
亀
巣
軒
有
状
、
廿
首
哥
披
見
之
、
海
藻
一
合
被
贈
之
、�

（『
実
隆
公
記
』
大
永
八
年
二
月
十
九
日
）

享
禄
四
年
の
記
事
で
は
、
周
玉
を
迎
え
て
実
隆
邸
で
二
十
首
探
題
当
座
歌
会
が
持
た
れ
、

栖
雲
寺
午
前
来
臨
、
中
御
門
・
権
大
・
甘
黄
・
飛
鳥
・
庭
田
等
、
帥
・
西
室
・
景
範
・
吉
田
与
次
・
粟
屋
孫
四
郎
等
芳
飯
、
其
後
廿
首

哥
探
題
、
則
披
講
之
、
読
師
中
御
・
講
師
周
桂
・
発
声
左
金
吾
、
彼
哥
甘
黄
発
声
、
事
終
、
冷
麺
以
下
三
献
、
食
籠
・
押
物
折
・
盃
臺
、

五
度
・
七
度
及
数
盃
、
沈
酔
及
夜
、�

（『
実
隆
公
記
』
享
禄
四
年
五
月
六
日
）
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そ
の
折
の
実
隆
の
詠
は
『
再
昌
草
』
に
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

五
月
六
日
、
栖
雲
寺
玉
首
座
来
て
饗
応
の
事
あ
り
し
に
、
廿
首
の
題
を
さ
ぐ
り
て
歌
よ
み
し
に

　
　
　
　

新
樹
風　
　

題
左
衛
門
督
、
読
師
中
御
門
大
納
言
、
講
師
周
桂
、
発
声
金
吾
、
彼
歌
甘
中

　
　

吹
つ
く
す
花
を
も
い
は
じ
水
と
り
の
あ
を
ば
の
山
の
風
の
涼
し
さ�

（『
再
昌
草
』
享
禄
四
年
五
月
六
日
、
私
家
集
大
成
解
題
868
）

若
狭
の
歌
枕
で
あ
る
青
羽
山
を
読
み
込
む
の
は
周
玉
に
対
す
る
挨
拶
で
あ
ろ
う
。
実
隆
と
周
玉
の
お
よ
そ
五
十
歳
の
年
齢
差
を
考
え
る
と
、

そ
の
扱
い
は
丁
重
な
も
の
に
思
わ
れ
る
。
同
年
翌
月
に
は
、

栖
雲
寺
被
送
林
檎
、
令
進
上
禁
裏
、
薫
衣
香
裹
帋
可
書
哥
之
由
栖
雲
所
望
、
卒
爾
書
愚
詠
了
、

�

（『
実
隆
公
記
』
享
禄
四
年
後
五
月
二
十
七
日
）

廿
七
日
、
栖
雲
寺
薫
衣
香
裹
紙
歌
三
首
書
て
と
あ
り
し
に
、
書
て
つ
か
は
し
侍
し

　
　

あ
つ
き
日
に
ゝ
ほ
ふ
は
ま
れ
の
梅
花
あ
り
と
や
君
が
袖
ふ
れ
て
み
よ

�

（『
再
昌
草
』
享
禄
四
年
後
五
月
二
十
七
日
、
私
家
集
大
成
解
題
884
）

と
の
や
り
と
り
も
あ
る
。
五
年
後
の
天
文
五
年
に
は
、
周
玉
の
懇
望
に
よ
り
実
隆
は
『
詠
歌
大
概
』
を
講
じ
て
い
る
。

栖
雲
寺
出
京
、
詠
歌
大
概
被
借
、
遣
之
、�

（『
実
隆
公
記
』
天
文
五
年
正
月
二
十
九
日
）

午
後
栖
雲
寺
来
、
詠
哥
大
□
□
演
説
之
由
懇
望
、
仍
読
之
、
□
只
一
盞
、
数
刻
之
後
終
功
、
晩
鐘
動
、
盃
酌
、
羞
麵
、
都
護
出
合

�

（『
実
隆
公
記
』
天
文
五
年
正
月
晦
日
）

ま
た
、
三
室
戸
寺
蔵
の
『
千
句
』
は
年
月
日
不
記
載
、『
連
歌
総
目
録
』
不
載
の
連
歌
で
あ
る
が
、
逍
遥
院
実
隆
の
年
忌
に
詠
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
第
八
何
木
百
韻
の
発
句
を
周
玉
が
詠
ん
で
い
る
。

山
川
の
に
し
き
を
を
し
の
上
毛
か
な　
　

三
卜
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『
玉
吟
抄
』
以
外
で
三
卜
の
名
が
確
認
で
き
て
い
る
の
は
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
三
卜
は
発
句
の
み
で
、
他
の
連
衆
と
句
数
は
、
宗
牧

十
六
・
昭
淳
十
・
重
阿
一
・
周
桂
十
六
・
蒼
（
公
条
）
十
四
・
碩
与
四
・
甚
政
二
・
元
理
十
二
・
壽
慶
十
三
・
金
（
大
覚
寺
義
俊
）
九
・
道

策
一
句
で
あ
る
。
都
で
興
行
さ
れ
た
千
句
に
若
狭
か
ら
発
句
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
も
し
当
千
句
が
実
隆
追
悼
の
営
為

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
隆
所
縁
の
主
な
人
物
の
一
人
と
し
て
発
句
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、『
玉
吟
抄
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
作
者
の
没
年
と
経
歴
に
よ
り
大
永
八
年
（1528

）
か
ら
天
文
六
年
（1537

）
ま
で
の
間

と
さ
れ
て
き
た
（
井
上
宗
雄
氏
・
未
刊
国
文
資
料
『
中
世
歌
合
集
と
研
究
（
続
）』
解
題
、
高
橋
喜
一
氏
『
室
町
ご
こ
ろ
』
解
題
）
が
、
後

に
高
橋
喜
一
氏
も
述
べ
ら
れ
る
（「『
玉
吟
抄
』
注
釈
（
三
）」、『
梅
花
女
子
大
学
文
化
表
現
学
部
紀
要
』
5
、
平
成
21
・
3
）
よ
う
に
、
作

品
に
詠
ま
れ
た
人
名
か
ら
今
少
し
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

八
十
八
番

		


左
勝　
　
　
　

野

175	

お
さ
め
た
る
は
て
は
有
け
り
ま
つ
り
事
そ
の
細
川
の
む
さ
し
野
の
原

		


右

176	

い
や
な
事
聞
も
い
れ
じ
と
世
中
に
か
ぶ
り
を
う
ら
ば
内
野
な
り
け
り

		


左
積
善
家
有
餘
慶
こ
と
は
り
殊
勝
也
。
為
勝
。

　

左
歌
の
「
細
川
の
む
さ
し
野
」
は
細
川
武
蔵
守
高
国
の
こ
と
と
比
定
さ
れ
る
。
細
川
高
国
の
史
実
を
辿
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
大
永

七
年
（1527

）
二
月
十
四
日
、
桂
川
の
戦
に
破
れ
、
将
軍
義
晴
と
坂
本
へ
逃
れ
、
同
年
十
月
十
四
日
、
義
晴
と
と
も
に
入
京
す
る
が
、
翌
享

禄
元
年
（1528

）
五
月
十
四
日
、
再
び
近
江
に
逃
れ
る
。
終
に
、
享
禄
四
年
（1531

）
六
月
八
日
、
摂
津
尼
崎
大
物
広
徳
寺
に
て
自
刃
。

四
十
八
歳
。
当
時
の
政
治
状
況
を
今
谷
明
氏
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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以
後
永
正
四
年
（1507

）
に
政
元
が
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
は
①
「
政
元
時
代
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
永
正
五
年
よ
り
同

十
五
年
ま
で
の
約
十
年
間
は
細
川
高
国
と
大
内
義
興
の
武
力
に
よ
り
京
都
の
治
安
が
保
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
こ
の
時
期

は
②
「
細
川
・
大
内
連
合
時
代
」
と
見
な
さ
れ
る
。
次
い
で
大
永
七
年
（1527

）
の
桂
川
の
戦
ま
で
は
一
応
細
川
高
国
が
ほ
ぼ
実
権
を

掌
握
し
て
い
た
か
ら
③
「
高
国
時
代
」
と
い
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
大
永
七
年
二
月
に
将
軍
・
高
国
以
下
が
近
江
へ
逃
亡
し
て
よ
り

天
文
五
年
（1536
）
に
細
川
晴
元
が
幕
府
に
出
仕
す
る
ま
で
の
約
十
年
間
は
、
京
都
に
有
力
な
武
家
が
存
在
せ
ず
、
実
権
者
の
比
定
に

困
難
な
時
期
で
、
い
わ
ば
「
空
位
時
代
」
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
晴
元
政
権
の
初
期
段
階
に
含
め
て
よ
い
と
考
え
る
。

�

（『
室
町
幕
府
解
体
過
程
の
研
究
』
第
二
部
第
三
章
「
細
川
・
三
好
体
制
研
究
序
説
」）

　

左
歌
の
「
お
さ
め
た
る
は
て
（
治
め
た
る
果
て
）」
を
③
「
高
国
時
代
」
の
終
わ
り
の
大
永
七
年
頃
と
と
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、

狂
歌
と
し
て
は
、「
む
さ
し
野
の
原
」
の
「
は
ら
」
を
「
腹
」、
す
な
わ
ち
高
国
の
切
腹
を
意
味
す
る
と
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
本

書
の
成
立
は
享
禄
四
年
六
月
八
日
以
降
と
な
り
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
後
そ
れ
ほ
ど
の
年
月
を
空
け
な
い
二
三
年
の
う
ち
で
は
な
い
か
と
予
想

さ
れ
る
。

四

　

で
は
、
近
衛
信
尋
筆
本
の
本
文
の
考
察
に
戻
る
。
先
ず
は
、
信
尋
筆
本
の
本
文
に
脱
落
・
誤
り
が
見
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。

四
十
九
番

		


左
勝　
　
　

駒
迎

97	

た　
　
　

引
あ
ふ
坂
は
さ
ら
〳
〵
に
か
ね
も
よ
げ
な
り
駒
の
く
つ
ば
み

		


右
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98	
此
駒
や
林
を
わ
け
て
出
つ
ら
ん
ゑ
み
た
る
い
が
の
栗
毛
な
り
け
り

			



左
尤
勝
べ
き
に
や
こ
そ
。

				





・
た　
　

─
─
た
く
さ
り
を　

・
あ
ふ
─
─
相　

・
な
り
─
─
な
る　

・
勝
へ
き
─
─
勝
ぬ
へ
き

（
異
同
は
、
信
尋
筆
本

─
叡
山
文
庫
本
。
以
下
同
じ
）

百
番

		


左
持　
　
　

祝

199	

武
士
の
つ
る
ぎ
を
箱
に
お
さ
め
よ
と
数
珠
の
つ
か
に
て
世
を
祈
る
哉

		


右

200	

目
出
た
し
目
い
て
た
し
と
は
よ
き
を
い
ふ
あ
し
か
る
事
は
た
ゝ
入
目
な
れ

左
干
戈
を
や
む
る
を
武　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
珠
の
つ
か
に
て
天
下
を
い
の
る
道
た
の
も
し
く
侍
り
。
仏
法
王
法
武
運

民
俗
さ
か
り
な
る
べ
き
時
い
た
り
た
る
、
こ
と
の
葉
に
あ
ら
は
れ
侍
り
。
右
あ
し
か
る
事
の
入
目
な
ら
ん
事
、
除
災
与
楽
の
祝
詞

何
事
か
是
に
し
か
ん
乎
。
両
首
和
親
の
思
ひ
を
な
さ
る
べ
き
事
よ
ろ
し
。
持
と
定
申
べ
し
。

				





・
お
さ
め
─
─
納　

・
数
珠
─
─
す
　ゝ

・
つ
か
─
─
束　

・
目
出
た
し
目
い
て
た
し
─
─
目
出
た
し
な
〳
　〵

・
左
─
─
右

				





・
武　

─
─
武
士
と
す
と
い
へ
る
心
し
は
ら
く
侍
り　

・
数
珠
の
つ
か
に
て
天
下
を
い
の
る
道
た
の
も
し
く
侍
り
─
─
×　

				





・
こ
と
の
葉
─
─
言
葉　

・
入
目
─
─
い
り
目　

・
与
楽
の
─
─
与
楽　

・
定
申
へ
し
─
─
定
可
申
也

　

四
十
九
番
左
歌
の
初
句
、
百
番
の
判
詞
が
数
文
字
か
ら
十
数
文
字
分
の
空
白
を
設
け
て
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
依
拠
し
た
本
に
既
に
脱
落

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
十
六
番
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左
勝　
　
　

神
楽

131	
但
馬
路
や
（
に
）お
ほ
る
山
枡
の
目
も
覚
ぬ
朝
倉
う
た
ふ
声
は
か
ら
び
て

		


右

132	

神
の
前
か
つ
ら
お
も
て
の
寒
き
夜
に
か
ら
紙
障
子
立
ま
は
さ
ば
や

			




左
首
尾
相
應
尤
勝
と
す
べ
し
。

				





・
お
ほ
る
─
─
お
ふ
る　

・
か
つ
ら
─
─
か
く
ら　

・
左
─
─
左
の　

・
勝
と
す
へ
し
─
─
可
為
勝

　

六
十
六
番
右
歌
の
「
か
つ
ら
」
は
歌
題
か
ら
し
て
も
「
か
ぐ
ら
」（
神
楽
）
が
正
し
く
、
筆
写
の
際
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　

逆
に
、
叡
山
文
庫
本
の
方
の
脱
落
・
誤
り
は
、
判
詞
自
体
が
失
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

十
五
番

		


左
勝　
　
　

苗
代

29	

子
ど
も
共
な
は
し
ろ
水
に
ま
く
た
ね
の
も
み
に
も
み
て
も
鳥
を
追
哉

		


右

30	

か
ね
て
ま
づ
も
み
の
中
よ
り
思
ふ
哉
わ
ら
に
成
て
の
後
の
苗
代

			




左
下
句
優
美
に
侍
り
。
勝
と
す
。

				





・
な
は
し
ろ
水
─
─
苗
代
の
水　

・
ま
く
た
ね
─
─
蒔
種　

・
ま
つ
─
─
先　

・
左
下
句
優
美
に
侍
り
勝
と
す
─
─
×

卅
六
番

		


左　
　
　

初
秋

71	

秋
の
き
て
む
す
め
や
孫
の
こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
の
ひ
え
〳
〵
袂
涼
し
も



近衛信尋筆、狂歌合『玉吟抄』攷51

		


右
勝

72	
か
た
び
ら
に
あ
は
せ
を
か
さ
ね
今
朝
の
ま
は
小
袖
も
よ
し
や
初
秋
の
か
ぜ

			



左
は
い
や
し
き
に
付
て
、
右
を
勝
と
申
べ
し
。

				





・
ひ
え
〳
〵
─
─
む
ら
〳
　〵

・
左
は
い
や
し
き
に
付
て
右
を
勝
と
申
へ
し
─
─
×

　

左
は
、
判
詞
の
一
部
が
欠
け
て
い
る
例
で
あ
る
。

八
十
二
番

		


左
持　
　
　

松

163	

湖
の
汀
な
れ
ど
も
か
ら
崎
の
松
の
枝
つ
き
し
ほ
ら
し
き
か
な

		


右

164	

茶
せ
ん
松
す
ぐ
な
る
は
し
ん
ゆ
が
め
る
は
又
そ
へ
に
と
て
と
に
か
く
に
き
る

左
の
か
ら
崎
の
松
こ
そ
た
ぐ
ひ
な
く
侍
れ
ど
、
右
の
た
て
花
に
池
坊
も
ん
阿
弥
が
花
瓶
に
は
、
猶
こ
ま
や
か
な
る
枝
さ
し
や
侍
ら
ん
。

な
ず
ら
へ
て
持
と
す
。

				





・
茶
せ
ん
─
─
茶
戔　

・
そ
へ
に
─
─
そ
へ
よ　

・
侍
れ
─
─
侍　

・
池
坊
─
─
池
之
坊　

・
も
ん
─
─
文

				





・
花
瓶
に
は
─
─
花
瓶
に　

・
な
す
ら
へ
て
持
と
す
─
─
×

九
十
五
番

		


左
持　
　
　

田
家

189	

秋
の
田
の
門
の
入
口
牛
ほ
え
て
お
く
に
は
う
た
ひ
す
り
う
す
の
を
と

		


右
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190	
か
り
庵
は
四
で
ふ
半
敷
あ
ら
ね
ど
も
す
き
こ
そ
み
ゆ
れ
結
句
か
ら
す
き

左
田
家
の
さ
ま
あ
り
〳
〵
と
し
た
て
ら
れ
た
る
、
言
語
道
断
に
み
え
侍
る
を
、
右
の
鋤
耒
を
当
世
の
数
寄
に
取
成
、
唐
物
取
な
ら

べ
た
る
座
敷
に
し
た
て
ら
れ
た
る
、
い
づ
れ
と
申
が
た
し
。
し
ば
ら
く
持
に
て
も
侍
ら
ん
か
し
。

				





・
か
ら
す
き
─
─
犂　

・
言
語
道
断
に
み
え
侍
る
─
─
×　

・
鋤
耒
─
─
鋤　

・
当
世
の
─
─
当
世　

・
取
成
─
─
執
な
し

				





・
座
敷
─
─
座
席　

・
し
た
て
ら
れ
た
る
い
つ
れ
と
─
─
し
た
て
ら
れ
た
り
侍
れ
と　

・
申
か
た
し
─
─
申
さ
し

				





・
侍
ら
ん
か
し
─
─
候
し

　

以
上
の
よ
う
に
、
叡
山
文
庫
本
に
欠
け
て
い
た
本
文
を
信
尋
筆
本
に
拠
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

五

　

次
に
、
本
文
の
内
容
的
異
同
に
つ
い
て
考
察
し
、
信
尋
筆
本
の
優
位
性
を
証
す
る
。

九
番

 		


左
持　
　
　

早
蕨

17	

山
が
つ
の
や
ど
に
く
ら
を
ば
も
た
ね
ど
も
土
戸
あ
け
た
る
か
ぎ
わ
ら
び
哉

		


右

18	

山
が
つ
の
い
や
し
き
宿
も
結
構
に
春
は
み
せ
け
る
軒
の
蕨
手

			




山
が
つ
の
住
居
、
と
も
に
持
と
す
。

				





・
く
ら
を
は
─
─
く
ら
せ
は　

・
も
た
ね
─
─
う
た
ね　

・
結
構
に
─
─
結
構
も　

・
み
せ
け
る
─
─
見
せ
け
り

　

左
歌
は
叡
山
文
庫
本
の
形
で
は
「
山
賤
の
宿
に
く
ら
せ
ば
う
た
ね
ど
も
土
戸
あ
け
た
る
か
ぎ
蕨
か
な
」
で
あ
り
、
二
三
句
の
意
味
が
難
解
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で
あ
っ
た
が
、
信
尋
筆
本
に
よ
り
「
蔵
を
持
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
」
の
意
で
あ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
か
ぎ
」
と
い
う
名
を
持
っ
た
「
か

ぎ
蕨
」
な
の
だ
か
ら
、
大
地
の
土
の
戸
を
鍵
で
開
け
て
芽
を
出
し
た
よ
、
の
意
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

卅
三
番

		


左
勝　
　
　

氷
室

65	

わ
び
人
は
雪
も
氷
も
及
な
し
い
つ
も
の
供
御
を
そ
な
へ
て
も
哉

		


右

66	

氷
室
山
い
そ
ぐ
御
調
に
汗
雫
道
く
だ
り
た
れ
い
そ
ぐ
や
く
人

			




右
下
の
句
の
し
た
て
、
な
に
と
な
く
憚
あ
る
や
う
に
き
こ
え
た
り
。
左
わ
び
人
の
述
懐
、
そ
の
方
人
多
か
る
ゆ
へ
に
勝
と
申
べ
し
。

				





・
い
そ
く
─
─
い
か
に　

・
御
調
に
─
─
御
調
も　

・
汗
雫
─
─
汚
し
つ
　ゝ

・
方
人
─
─
か
た
へ　

・
申
へ
し
─
─
す
へ
し

　

右
歌
は
叡
山
文
庫
本
の
形
で
は
「
氷
室
山
い
か
に
御
調
も
汚
し
つ
ゝ
道
く
だ
り
た
れ
い
そ
ぐ
役
人
」
で
あ
る
。
第
三
句
に
「
汚
し
つ
ゝ
」

と
あ
る
の
で
、
氷
を
運
ぶ
役
人
が
下
痢
を
す
る
意
と
考
え
ら
れ
た
が
（
高
橋
喜
一
氏
「『
玉
吟
抄
』
注
釈
」（
一
）、『
梅
花
女
子
大
学
文
化
表

現
学
部
紀
要
』
3
、
平
成
18
・
3
）、「
汗
雫
」
で
あ
れ
ば
、
氷
の
し
ず
く
に
加
え
汗
の
し
ず
く
が
下
り
垂
れ
る
意
と
な
り
解
釈
に
無
理
が
な

く
な
り
、
尾
籠
さ
か
ら
も
逃
れ
ら
れ
る
。

三
番

		


左
勝　
　
　

霞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

5	

春
と
い
へ
ど
か
は
る
事
な
き
山
の
端
を
申
か
す
む
る
明
ぼ
の
ゝ
空

		


右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

6	

去
年
よ
り
も
こ
と
し
は
い
と
ゞ
ふ
か
く
の
み
鏡
の
う
へ
に
た
つ
霞
哉
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右
の
鏡
は
明
鏡
の
支
證
と
な
り
が
た
く
侍
ら
ば
、
申
か
す
む
る
に
つ
き
て
、
一
旦
左
勝
と
申
べ
し
。

				





・
事
─
─
年

　

左
歌
は
叡
山
文
庫
本
の
形
で
は
第
二
句
が
「
か
は
る
年
な
き
」
で
あ
る
。
信
尋
筆
本
の
「
か
は
る
事
な
き
」
の
形
で
は
、
拾
遺
集
巻
頭
歌
、

忠
岑
の
「
春
立
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
よ
し
の
の
山
も
霞
み
て
け
さ
は
み
ゆ
ら
ん
」
を
踏
ま
え
て
、「
霞
む
」
と
「（
申
し
）
掠か
す

む
」
の
掛

詞
に
よ
り
、「
春
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
昨
日
ま
で
の
け
し
き
と
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
立
春
の
日
の
曙
は
山
の
端
が
霞
ん
で
見

え
る
な
ど
と
、
曙
の
空
が
見
る
人
の
心
を
欺
い
て
い
る
よ
」
の
意
味
と
な
る
。
冬
の
昨
日
ま
で
と
実
際
に
は
何
ら
「
か
は
る
事
な
き
」
け
し

き
で
あ
る
の
に
、
ご
ま
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
一
方
、「
か
は
る
年
な
き
」
で
は
、
毎
年
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ

て
し
ま
い
、
冬
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
指
摘
、
す
な
わ
ち
本
意
に
潜
む
虚
構
の
指
摘
と
い
う
面
白
さ
が
薄
れ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。

七
十
八
番

		


左　
　
　
　

思

155	

思
ひ
つ
ゝ
ぬ
れ
ば
や
若
衆
み
え
つ
ら
ん
夢
と
し
り
せ
ば
は
て
ざ
ら
ま
し
を

		


右
勝

156	

恋
し
さ
を
力
車
に
の
せ
か
ね
て
物
お
も
ひ
と
や
人
の
い
ふ
ら
ん

			




左
の
堂
亀
の
思
ひ
ね
よ
り
は
、
力
車
の
お
も
き
に
は
心
ひ
か
れ
ま
し
。
為
勝
。

				





・
思
─
─
思
恋　

・
は
て
─
─
覚　

・
思
ひ
ね
─
─
思
ひ　

・
力
車
─
─
力
斗　

・
お
も
き
─
─
お
も
ひ

				





・
ひ
か
れ
ま
し
─
─
ひ
か
れ
な
ま
し

　

左
歌
の
結
句
は
、
若
衆
の
縁
語
と
し
て
、
単
に
「
覚
め
」
よ
り
は
「
果
て
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　

以
上
、
本
文
の
内
容
か
ら
し
て
も
信
尋
筆
本
の
優
位
は
動
か
な
い
の
で
あ
る
。
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六

　

室
町
の
狂
歌
の
発
想
・
手
法
に
つ
い
て
は
高
橋
喜
一
氏
に
一
連
の
論
考
が
備
わ
り
（「
狂
歌
略
史
」
新
日
本
古
典
文
学
大
系
61
『
七
十
二

番
職
人
歌
合　

新
撰
狂
歌
集　

古
今
夷
曲
集
』
解
説　

平
成
5
・
3
、「
狂
歌
の
発
想
」『
高
田
昇
教
授
古
稀
記
念
国
文
学
論
集
』
和
泉
書
院

平
成
5
・
9
、「
初
期
の
俳
諧
と
狂
歌
の
関
連
性
に
つ
い
て
」『
国
語
国
文
』
65-

5　

平
成
8
・
5
）、
そ
の
中
で
、
題
詠
の
狂
歌
の
場
合
、「
和

歌
の
題
を
用
い
て
そ
れ
を
い
か
に
巧
み
に
転
換
す
る
か
」「
題
か
ら
自
由
奔
放
に
連
想
を
拡
げ
、
一
つ
の
趣
向
を
構
え
て
狂
歌
に
仕
立
て
上

げ
る
と
い
っ
た
方
法
は
多
く
見
ら
れ
」
る
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
詠
ま
れ
方
が
見
ら
れ
る
『
玉
吟
抄
』
は
「
室
町
期
の
狂
歌
の
あ
り
方
を
典

型
的
に
示
す
、
質
量
と
も
に
備
え
た
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
」（「
狂
歌
略
史
」）
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
和
歌
の
詠
作
方
法
と
の
関
わ
り

の
面
か
ら
、
潤
甫
周
玉
の
狂
歌
三
首
を
解
釈
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
狂
歌
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
番

		


左
勝　
　
　

立
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釋
三
卜

1	

古
小
袖
春
は
き
に
け
り
こ
と
し
と
や
こ
ぞ
と
や
い
は
ん
か
す
む
い
で
た
ち

		


右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
蒼
斎

2	

節
分
の
き
の
ふ
の
豆
を
又
ひ
と
つ
は
み
か
さ
ね
た
る
と
し
も
き
に
け
り

			




左
以
衣
裳
感
年
新
、
右
以
食
物
歎
齢
老
、
共
非
無
其
心
。
但
左
尤
優
、
且
任
哥
合
例
以
左
為
勝
。

　

左
歌
は
、
古
今
集
巻
頭
歌
「
年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
ひ
と
と
せ
を
去
年
と
や
い
は
む
今
年
と
や
い
は
む
」
を
本
歌
と
す
る
。
本
歌
が
、

立
春
と
新
年
と
の
暦
の
ず
れ
に
託
し
て
、
春
の
到
来
を
心
か
ら
素
直
に
喜
べ
な
い
と
ま
ど
い
を
述
べ
る
こ
と
で
、
春
を
喜
ぶ
気
持
ち
を
歌
っ

た
の
に
対
し
て
、
素
材
に
「
古
小
袖
」
と
い
う
日
常
語
・
俗
語
を
採
り
上
げ
、
本
歌
に
お
い
て
は
暦
の
ず
れ
と
い
う
観
念
的
な
も
の
で
あ
っ
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た
の
に
対
し
て
、
古
小
袖
と
い
う
具
体
的
で
目
に
見
え
る
形
あ
る
も
の
で
感
じ
た
と
す
る
趣
向
で
あ
る
。「
正
月
な
ら
ば
新
し
く
晴
着
を
新

調
す
る
は
ず
な
の
に
、
去
年
の
古
小
袖
を
着
た
ま
ま
で
春
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
今
年
と
言
お
う
か
、
あ
る
い
は
ま
だ
去
年
だ
と

言
お
う
か
、
何
と
も
ぼ
や
け
た
み
す
ぼ
ら
し
い
恰
好
で
あ
る
よ
、
や
れ
や
れ
」
の
意
と
な
ろ
う
。
本
歌
も
左
歌
も
、
春
を
迎
え
る
歓
び
が
主

題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
全
き
春
で
は
な
い
故
に
心
か
ら
は
喜
べ
な
い
心
情
を
詠
も
う
と
す
る
趣
向
も
同
じ
で
あ
る
。
実
隆
の
判

詞
に
「
左
以
衣
裳
感
年
新
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
歌
を
、
古
小
袖
と
い
う
具
体
的
で
俗
な
る
も
の
に
転
換
し
て
詠
ま
れ
た
歌
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
頭
の
中
で
本
歌
を
俗
化
し
て
作
り
上
げ
た
理
屈
の
歌
で
あ
っ
て
、
正
月
に
も
古
小
袖
を
着
た
ま
ま
の
貧
し
い
現
実
に
触
発
さ
れ
て

詠
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
俗
な
る
も
の
に
変
換
し
つ
つ
趣
向
を
立
て
る
、
つ
ま
り
理
屈
を
通
す
こ
と
を
面
白
が
っ
て
詠
ま
れ
た
歌
と
言
え

よ
う
。

　

と
す
る
な
ら
ば
、
前
章
で
採
り
上
げ
た
第
三
番
の
「
霞
」
の
左
歌
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
歌
の
み
を
再
掲
す

る
。

5	

春
と
い
へ
ど
か
は
る
事
な
き
山
の
端
を
申
か
す
む
る
明
ぼ
の
ゝ
空

  

壬
生
忠
岑
の
本
歌
を
、「
霞
む
」
と
「（
申
し
）
掠か
す

む
」
を
掛
け
る
と
い
う
言
葉
遊
び
を
基
軸
に
し
て
、
春
に
な
れ
ば
霞
が
か
か
る
と
い
う

和
歌
の
約
束
事
を
敢
え
て
少
し
か
ら
か
っ
て
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
春
を
待
ち
望
み
春
の
到
来
を
喜
ぶ
気
持
ち
が
霞
を
幻
視
さ
せ
る
こ
と

を
、
う
ま
く
ご
ま
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
茶
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
和
歌
の
本
意
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
、
い
わ
ば
虚
構
の
構
造
を
指
摘

し
て
面
白
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
虚
構
を
現
実
で
は
な
い
と
批
難
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
和
歌
の
世
界
の
約
束
事
の
相
対
化
に

理
屈
を
通
す
こ
と
を
面
白
が
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
周
玉
の
狂
歌
三
首
に
つ
い
て
、
発
想
・
措
辞
の
上
で
共
通
す
る
俳
諧
発
句
が
『
大
永
本
誹
諧
連
歌
抄
』（
犬
筑
波
集
）
に
見
ら
れ

る
と
の
指
摘
が
、
高
橋
喜
一
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
（「
初
期
の
俳
諧
と
狂
歌
の
関
連
性
に
つ
い
て
」）。
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ａ　

消
え
に
け
り
今
ぞ
ま
こ
と
の
雪
仏
（
大
永
本
誹
諧
連
歌
抄
）

　
　
　

11
去
年
の
冬
つ
く
り
を
き
た
る
雪
仏
ね
は
ん
の
比
に
き
ゆ
る
二
月
（
六
番
左　

残
雪
）

　
　

ｂ　

行
く
春
の
名
残
を
吠
え
よ
犬
桜
（
大
永
本
誹
諧
連
歌
抄
）

　
　
　

19
犬
ざ
く
ら
花
散
比
は
我
門
で
ほ
え
ぬ
人
な
き
春
の
夕
暮
（
十
番
左　

桜
）

　
　
ｃ　

し
も
風
に
ふ
る
ひ
落
す
や
松
ふ
ぐ
り
（
大
永
本
誹
諧
連
歌
抄
。
竹
馬
狂
吟
集
に
も
）

　
　
　

115
高
さ
ご
の
尾
上
に
み
ゆ
る
松
ふ
ぐ
り
霜
は
を
け
ど
も
や
ま
ぬ
し
も
風
（
五
十
八
番
左　

霜
）

　

大
永
本
は
大
永
五
年
（1525
）
の
奥
書
を
持
ち
、『
玉
吟
抄
』
の
成
立
の
基
準
と
な
る
享
禄
四
年
（1531

）
に
先
行
す
る
。
従
っ
て
、
高

橋
氏
は
、「
実
隆
の
手
を
介
し
て
、
潤
甫
が
『
犬
筑
波
集
』
を
披
見
し
た
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
」
と
し
た
上
で
、

潤
甫
が
『
犬
筑
波
集
』
に
親
昵
す
る
こ
と
な
し
に
、
現
存
す
る
大
永
本
『
誹
諧
連
歌
抄
』
の
句
に
相
似
た
狂
歌
が
『
玉
吟
抄
』
に
三
首

を
数
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

と
言
わ
れ
る
。
ａ
～
ｃ
の
俳
諧
を
知
ら
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
狂
歌
は
詠
み
得
る
と
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
三
首
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
妥
当
な
見
解
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
そ
の
発
想
を
同
じ
く
し
な
が
ら
、
周
玉
の
狂
歌
は
俳
諧
と
何
が
異
な
る
の
か
。
ａ
の
例
に
お
い
て
考
え
て
見
る
。

　

俳
諧
の
「
消
え
に
け
り
今
ぞ
ま
こ
と
の
雪
仏
」
は
、「
仏
」
と
い
う
名
を
持
っ
て
い
る
「
雪
仏
」
が
解
け
て
消
え
て
亡
く
な
っ
た
の
で
、

今
こ
そ
本
当
に
「
ほ
と
け
（
死
人
）」
と
な
っ
た
、
つ
ま
り
成
仏
し
た
と
い
う
も
の
。「
仏
」
の
掛
詞
に
基
づ
く
単
純
な
着
想
に
よ
る
も
の
で
、

言
い
回
し
も
「（
こ
れ
）
が
本
当
の
…
…
」
と
い
う
分
か
り
易
い
が
陳
腐
な
、つ
ま
り
は
俗
な
表
現
で
あ
る
。
一
方
、狂
歌
の
方
は
、題
が
「
残

雪
」
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
春
に
な
っ
て
も
残
っ
て
い
る
雪
仏
を
着
想
し
、
雪
が
解
け
て
亡
く
な
る
こ
と
と
二
月
十
五
日
の
涅
槃
の
日
を
結

び
つ
け
て
、
一
首
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
仏
の
名
を
持
つ
の
だ
か
ら
な
る
ほ
ど
成
仏
し
た
と
い
う
俳
諧
と
同
じ
着
想
（
趣
向
）
に
加
え
、
涅
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槃
と
結
び
つ
け
る
と
い
う
更
な
る
趣
向
が
重
ね
ら
れ
つ
つ
、
一
首
と
し
て
の
道
理
が
通
さ
れ
歌
の
体
が
調
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
つ

の
着
想
で
成
り
立
つ
十
七
文
字
の
俳
諧
の
発
句
に
対
し
て
、
三
十
一
文
字
の
狂
歌
は
そ
れ
だ
け
で
は
物
足
り
ず
二
重
の
趣
向
を
要
求
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
和
歌
の
世
界
の
雅
な
る
も
の
と
は
違
っ
た
俗
な
滑
稽
な
素
材
を
、
し
ば
し
ば
言
葉
遊
び
を
契
機
と
し
て
発
想
し
、
か
つ
一
首
の
趣

向
を
立
て
理
屈
を
通
し
歌
と
し
て
の
姿
を
調
え
る
、
そ
の
こ
と
に
腐
心
し
て
狂
歌
は
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
趣
向
を

重
ね
一
首
の
理
屈
を
通
し
姿
を
調
え
る
営
為
は
、
当
代
の
和
歌
の
詠
み
方
と
同
じ
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

地
歌
と
い
ふ
事
、
常
に
は
趣
向
も
な
き
歌
を
云
様
に
思
へ
ど
も
、
さ
に
て
は
な
し
。
歌
は
、
惣
別
一
趣
向
を
よ
む
物
な
れ
ば
、
そ
れ
を

地
歌
と
い
ふ
也
。�

（『
麓
木
鈔
』
231
、『
近
世
歌
学
集
成
』
上
）

　

右
は
、
一
趣
向
で
は
も
の
足
り
ず
、
さ
ら
な
る
趣
向
を
求
め
る
後
水
尾
院
の
発
言
で
あ
る
（
拙
稿
「
後
水
尾
院
と
趣
向
」、『
文
化
史
の
中

の
光
格
天
皇
』
勉
誠
出
版
、
平
成
30
、
参
照
）。
ま
た
、

資
慶
卿
の
仰
ら
れ
し
は
、
哥
は
二
重
に
よ
む
べ
し
と
の
事
也
。
二
重
な
れ
ば
余
情
あ
る
也
。
又
一
重
な
る
哥
に
も
能
き
哥
は
あ
る
と
也
。

�

（『
尊
師
聞
書
』、『
近
世
歌
学
集
成
』
上
）

と
、
烏
丸
資
慶
も
二
重
の
趣
向
を
求
め
て
い
る
。
当
時
の
歌
人
達
が
、
新
し
い
趣
向
を
求
め
、
し
ば
し
ば
よ
り
複
雑
な
一
首
の
道
理
が
通
る

よ
う
に
言
葉
を
彫
琢
し
つ
つ
和
歌
を
詠
み
出
し
た
の
と
同
じ
方
法
で
、
狂
歌
も
生
み
出
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
俗
な
る
着
想
を
得
て
い

る
か
ら
と
言
っ
て
、
も
と
よ
り
、
俗
な
る
現
実
に
直
接
触
発
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
上
述
の
例
の
よ
う
に
俳
諧
が
先
行
す
る
か
ら
と
言
っ
て
、

俳
諧
の
影
響
を
受
け
て
初
め
て
狂
歌
が
詠
ま
れ
得
る
と
考
え
る
こ
と
も
な
い
。
確
か
に
、
和
歌
と
狂
歌
は
雅
俗
の
視
点
に
於
い
て
は
対
立
す

る
。
し
か
し
、
詠
歌
の
手
法
に
於
い
て
は
一
続
き
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
よ
い
。
そ
も
そ
も
和
歌
あ
っ
て
こ
そ
の
狂
歌
で
あ
る
の
だ
か
ら
、

歌
人
に
よ
っ
て
こ
そ
狂
歌
は
詠
ま
れ
得
る
。
狂
歌
も
ま
た
堂
上
家
の
所
為
と
し
て
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
和
歌
文
学
会
二
〇
〇
九
年
一
月
東
京
例
会
に
お
け
る
研
究
発
表
に
基
づ
き
加
筆
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号15k02277

）、
お
よ
び
本
学
研
究
経
費
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
本
学
教
授
）




